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　電源立地地域対策交付金は、発電所などがある市
町村が行う地域活性化事業に対して交付されます。
令和３年度は、水力発電施設周辺地域交付金と電力
移出県等交付金の計52,848千円が交付され、次の
事業に活用しました。

電源立地地域対策交付金で事業推進

　４月27日、加治木産業株式会社の船木地区建設
予定のさつま第２工場増設に伴う立地協定調印式が
行われ、平林孝之県商工労働水産部長の立ち会いの
もと、立地協定を締結しました。同社は、昭和48年
に姶良市で操業を始め、セラミックパッケージの製造・
検査を中心に事業を展開。本町へは、平成28年の
さつま工場新設に伴い進出し、業績を順調に伸ばして
きました。今回の増設計画は、今後予想される半導
体部品の受注の増加に備えるもので、新規雇用者も
40人を予定しています。真辺ひとみ代表取締役は「社
会の役に立てる企業として、これからも従業員一同
精進し貢献したいです」と話しました。

 加治木産業と立地協定を締結

教育委員の紹介

　４月26日、本町の小中学校に赴任した教職員の宣
誓式が行われました。38人が参加し、新規採用教諭
５人と事務職員１人がそれぞれ代表して、教職員とし
ての決意を宣誓。宣誓後、原園修二教育長から歓迎
の言葉が贈られ、本町の特産品が贈呈されました。
また、転入職員を代表して中津川小学校の田代正広
校長があいさつしました。

転入教職員宣誓式令和３年度寄附金総額
2億9,646万3,455円（17,312件）

960万6,655円（902件）うち大雨災害支援金
※令和３年７月豪雨へのふるさと納税制度を利用した支援金。
　集まった支援金は被災した道路の復旧に活用しています。

※令和３年４月から令和４年４月までに寄附してくださった方の中から、本人の了承があった方のみ掲載

　令和３年度の寄附金をもとに、令和４年度は、
高齢者へ給食の配達を行う福祉給食（訪問給食
サービス）の運営費用のほか、長寿を祝福する
敬老祝金、小中学校への各種支援員の配置や図
書整備、児童生徒の学校給食運営費用に活用さ
せていただきます。

【福島県】
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【茨城県】
　齊藤 直史
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　小屋 泰樹
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　師田 修
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　岩田 章
　楠元 健児
【山梨県】
　村田 憲一
【岐阜県】
　内木 一彦
【愛知県】
　栗野 登
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　堀 泰雄
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　赤松 直樹
　石井 謙一郎
　今井 勇介
【山口県】
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　三木 恭路
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　田山 慶一郎
　本田 大成
【熊本県】
　利岡 真輔
【大分県】
　永野 憲二郎
【鹿児島県】
　日当瀬 睦雄
　平田 公一
　酒匂 猛
　岩元 暢秀
　内村 圭介
　黒木 徹
　岩本 秀一
　大脇 哲洋
　神田 浩一
　内田 光秋
　内田 ツルエ
【沖縄県】
　宮之脇 幹文
　高橋 孝典

・未来ある子どもたちのために役立ててください。
・若い頃に鹿児島に住み、さつま町でも楽しい思
　い出がたくさんあります。いつまでもふるさと
　の自然を守って未来へと引き継いでください。
・毎月郵送される広報紙を一読すると、温かいも
　のが伝わってきます。次世代を育成するため、
　町が一丸となって取り組んでください。

・豪雨で被害に遭われたみなさまにお見舞い申し
　上げます。わずかな寄附ですが、復旧と防災に
　お役立ていただければと思います。
・コロナ禍で簡単に帰郷できないですが、いつま
　でも輝きのある故郷の発展を祈っています。
・コロナの影響で帰れなくて寂しいですが、地元
　の食べ物を食べて元気を出します。

本町への応援メッセージ（一部抜粋）

次の皆さまから寄附金をいただきました。ありがとうございます。(順不同・敬称略)

※

申込み・お問い合わせ先
商工観光ＰＲ課 観光ＰＲ係（内線2283）

学校給食 福祉給食

ふるさと
さつま

応援寄附金

多くの命を救うことが期待される自動心肺蘇生器

北原非常用発電機 柏原分団ポンプ車

緊張した面持ちで宣誓する５人

県の立ち合いのもと協定書を取り交わしました

・町消防団消防ポンプ自動車整備事業（柏原）
・北原第１水源地非常用発電機設備購入事業（久富木）
・五日町配水池非常用発電機設備購入事業（宮之城屋地）
・町道柊野線道路舗装工事（紫尾）
・町道川口日当瀬一ツ木線道路舗装工事（虎居）
・町消防本部自動心肺蘇生器整備事業

　町の教育行政の方針の決定や点検、評価などを行
う教育委員に白坂和美さんが再任されました。任期
は令和４年５月10日から令和８年５月９日までです。

白坂 和美 さん

教育委員３期目となり
ます。引き続き町の教
育を推進するために頑
張りますので、よろし
くお願いします。


